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下水は 1し下の下水ip管 に傾きをつけて自然

に処ri場 へと滞れるようになつてしヽます。深

くなりすぎる場所では、ポンプて地表近くよ

てくみあ|ナ再び自然に流れるようにしていま

す。また大市の時は 大上に下水道首に流れ
込んだ南水をす》やわЧこ)や洵に放流し、浸
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、ナ東京都下水道局



建設工事中は何かとこ迷惑をおかけ致しますが、
皆さまのこ理解・こ協力をお願い致します。

随

都市化の進展により雨水流出量が増大し (流出係独が50%か ら80%に )、 下水道が
整備された地域においても,曼水被害が発生しています。

東京都では、都民生活と高度な著I市機能を漫水被害から守るため、3年に1回程度とさ

れる1時間あたり50mmの降雨に対応できるよう、下水道管やポンプ所の整備を進めて
います。

区部面積の約85%の地域では、汚水と雨水を同一の管葉に収容して排除する含流式
下水道を採用しています。この方式は、雨水排除の効果をより早く発揮する利点がある

一方で、ある一定以上の雨が降ると、雨で希釈された下水や」ミなどの一部が雨水吐き

やポンプ所から直接、河川や海などに流出する欠点があります。

東京都では、こうした公共用水域の水質を守るため、なるべく多くの下水を処理場へ送

水する施設 (ボンブ所など)や 、」ミなどが流れ出ない施設を整備する合流式下水道の改

善事業を推進しています。

勝島ポンプ所は、近年の都市化の書しい進展により汚水及び雨水の流出量が増大して

いる既設鮫洲ポンプ所及び浜川ポンプ所流域の処理能力の増強と閉鎖性水域である勝

島運河の水質改善のため建設するものです。
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